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吹
き
抜
け
る
風
に
、初
夏
の
香
り
を
感
じ
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
は
今
週
末
か
ら
始
ま
る
市
中
体
夏
季
大
会（
19
日
～
21
日
）に
向
け
て
、部
活

動
に
専
念
し
て
い
ま
す
。
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
か
ら
夏
季
大
会

が
中
止
と
な
り
、悔
し
さ
に
涙
を
の
み
ま
し
た
が
、今
年
度
は
、総
合
開
会
式
は

中
止
に
な
る
も
の
の
、万
全
の
感
染
防
止
対
策
を
と
っ
て
大
会
が
運
営
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
各
中
学
校
と
も
昨
年
の
先
輩
た
ち
の
思
い
も
背
負
い
な
が

ら
の
戦
い
に
お
お
い
に
気
合
が
入
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
▼
本
校
で
も
各
部
と
も

気
迫
あ
ふ
れ
る
練
習
が
続
い
て
い
ま
す
。
初
戦
突
破
を
目
指
そ
う
と
誓
う
部
、先

輩
た
ち
の
偉
業
に
続
け
と
ば
か
り
、「
優
勝
」の
二
文
字
に
か
け
る
部
、選
手
の
サ

ポ
ー
ト
に
力
を
注
ぎ
、チ
ー
ム
の
力
に
な
ろ
う
と
仲
間
と
共
に
一
心
に
汗
を
流

す
生
徒
、そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
胸
に
秘
め
て
、
特
別
な
大
会
に
臨
む
生
徒
た
ち
で

す
。３
年
生
に
と
っ
て
は
、こ
の
試
合
が
引
退
試
合
に
な
る
こ
と
も
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
今
ま
で
耐
え
た
き
つ
い
練
習
や
同
じ
夢
を
見
て
仲
間
と
過
ご
し
た

か
け
が
え
の
な
い
時
間
は
永
遠
の
宝
物
で
す
。
今
ま
で
の
練
習
を
振
り
返
り
な
が

ら
、悔
い
の
な
い
試
合
を
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
16
日
の
壮
行

式
で
は
、全
校
生
徒
の
姿
に
「
愛
校
心
」
と
い
う
強
い
絆
で
結
ば
れ
た
関
係
を
見

る
こ
と
が
で
き
頼
も
し
く
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、市
中
体
夏
季
大
会
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
が
３
年
生
の
〇
〇
〇
〇
さ
ん
の
作
品
に
決
定
。こ
の
快
挙
に
全
校
生
徒
の
ボ
ル

テ
ー
ジ
も
一
気
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
真
剣 

勝
負
に
挑
む
生
徒
た
ち
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
見 

合
う
活
躍
が
繰
り
拡
げ
ら
れ
る
も
の
と
期 

待
し
て
い
ま
す
。
▼
選
手
団
、応
援
団
一
体 

と
な
っ
た
白
銀
中
の
熱
い
３
日
間
が
い
よ
い 

よ
始
ま
り
ま
す
。
保
護
者
の
観
戦
に
つ
き
ま 

し
て
は
、競
技
に
よ
っ
て
対
応
が
異
な
り
ま 

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
▼
６
月
も
後
半
、 

夏
季
大
会
が
終
わ
る
と
、す
ぐ
に
二
次
考
査 

が
や
っ
て
き
ま
す
。
高
校
の
体
験
入
学
の
案 

内
も
続
々
届
い
て
い
ま
す
。
文
武
両
道
に
充 

実
の
季
節
を
迎
え
、白
中
生
の 

「
新
し
い
自 

分
」に
出
会
う
挑
戦
が
加
速
し
ま
す
。
ご
支 

援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。  

 
 

 
     

市中体夏季大会新体操競技は一週間早い 6 月

13 日に、八戸東高校体育館で行われました。大

会で、すべてを出し切 

り納得の表情の部員たち。白銀 

中伝統の競技で見事優勝を勝ち 

取り、県大会出場権を手にしま 

した。幸先のいいスタートに学 

校全体が盛り上がってきました。  

一足先に新体操で優勝！県大会出場権 GET! 

ନźइͳϰݸࠐݭϜώᾱ̵ὰᾷΏ ɶɶɶɶἦὤṒỗभṓΏἿϷعἼࠪṋṋΏ  

君
よ
明
日
に
泣
け 

 

流
れ
く
る
汗
と
涙
は 

君
の
青
春
の
炎
の
バ
ラ
ー
ド 

歯
を
く
い
し
ば
り
ひ
た
む
き
に 

君
は
跳
び 

君
は
転
び 

君
は
走
る 

 

本
当
の
喜
び
に 

む
せ
び
泣
き
た
い
の
な
ら 

今
日
の
辛
さ
に 

じ
っ
と
耐
え
よ
う 

 

君
よ
泣
け 

君
よ
、
明
日
に
泣
け 

 ６月１６日午後、体育館で壮行式が行われました。選手団

が体育館に入場してくると、会場の空気は一気にヒートア

ップ。各部の選手がステージに登壇し力強く決意表明を述

べました。その後、校長から野球部の〇〇主将に団旗が授

与されました。選手団を代表して男子籠球部 〇〇〇〇主

将、排球部 〇〇〇〇主将が選手宣誓で､４つの心を胸に

全身全霊で闘い抜くと力強く誓いました。 

〇柔道部 〇〇〇〇 主将 

 団体戦で三中とあたる。全力で頑張る。 

〇野球部 〇〇〇〇 主将 

 初戦、鮫・島守連合軍と戦う。一人一人 

の実力を出し、まずは一勝を狙う｡ 

〇男子バスケットボール部 〇〇〇〇 主将 

 ２回戦目、東と湊の勝者と戦う。粘り強いディフェンスを

し、勝ち抜いていく。 

〇女子バスケットボール部 〇〇〇〇 主将 

 絶対に優勝します！ 

〇陸上競技部 〇〇〇〇 主将 

 悔いのない大会にする。 

〇ソフトテニス部 〇〇〇〇 主将 

 初戦、明治中と戦う。力を合わせ全力で頑張る。 

「壮行式」 選手・応援生 心ひとつに！ 
〇バレーボール部 〇〇〇〇 主将 

 絶対に悔いを残したくない。人知れず 

流した悔し涙を笑顔に変えて苦しみの先 

にある輝きをつかみ取る。絆バレーで勝つ。 

〇男子卓球部 〇〇〇〇〇 主将 

 初戦鮫中と戦う。全員が悔いの残らない試合をする。 

〇女子卓球部 〇〇〇〇 主将 

 初戦長者中と戦う。長者中はとても 

強いが、全員が本気を出して戦う。 

〇サッカー部 〇〇〇〇 主将 

 初戦、鮫中と戦う。自分たちの本気を出して戦う。 

〇新体操部 〇〇〇〇 主将 

 先週の大会で素晴らしい演技ができた。県大会では、一

人一人が自分に勝てるように頑張る。 
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＊感染症等の状況により日程を変更する場合があり
ます。ご了承ください。 

６月  
  １９日（土）市中体夏季大会 ① 
  ２０日（日）市中体夏季大会 ② 
  ２１日（月）市中体夏季大会 ③ 
  ２２日（火）振替休（6/19） 
  ２３日（水）振替休 (6/20) 

２５日（金）夏季大会報告会、考査週間 ～ 6/29 
２７日（日）英検２次試験 
２８日 (月) 保健体育テスト 
２９日（火）全校朝会、職員会議 
３０日（水）２次考査、生徒委員会 

７月 ３日（土）吹奏楽コンクール地区大会 
   ６日（火）三嶋神社例祭前夜祭 → 中止 
   ７日（水）三嶋神社例祭 → 中止 

１３日（火）２学年保護者参観日、生徒朝会 
１４日（水）３学年保護者参観日 
１５日（木）１学年保護者参観日 
１６日（金）県中体夏季大会① 
１７日（土）県中体夏季大会② 
１８日（日）県中体夏季大会③ 
１９日（月）生徒委員会、挨拶運動～21 日 
２１日（水）終業式、体育祭結団式 
２２日（木）夏季休業 ～ 8/24、海の日 
２３日（金）スポーツの日 

 

 
 
 
 
教職員の働き方改革が 

進む中、教員の負担軽減 
の一助となっているのが､ 
｢部活動指導員｣の存在で 
す。八戸市の指導員は昨 
年度が４人、今年度は８ 
校８人と倍増しました。 
 本校では、昨年度に引 
き続き前校長〇〇〇〇氏 
が部活動指導員（バスケットボール部）に就任しま
した。期間は 6 月１日～２月２８日までの９か月間
です。５月３１日、市庁で行われた任用通知交付式
で、伊藤教育長から任用通知書を受け取った北山先
生は「人間力が育てば競技力も高まる。」をモットー
に勝利至上主義にとらわれない指導を行ってくだ
さっています。市教委では、次年度以降も人員を補
充する方針でいくそうです。本校としても非常に心
強いサポートに感謝しています。 

令和 3 年度白銀中学校生徒会スローガン決定！ 
 
  
 
 ６月８日の生徒朝会で、今年度の生徒会スローガン 
が犾守瑞穂生徒会長から発表され、全生徒から承認さ
れました。このスローガンは先月の生徒総会で各学年
から出された意見を取り入れ、生徒会執行部で協議し
決定したことが伝えられました。また、生徒会長から、
このスローガンにした理由について次のような説明
がありました。 
 
   

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

２階渡り廊下が充実しています、季節や行 
事などテーマにそった関連本が常時展示され、 
生徒たちが足を止め、本を手にしています。 
１次考査を控えた５月は「脳を鍛えて成績アップ」と題し
て、効果的な勉強法や脳の鍛え方に関する本の特集、６月
は「おいしいものに関する本」を 
特集し、夏季大会前の栄養と体づ 
くりに関する本の特集でした。 
〇〇学校図書アドバイザー、図書 
委員会担当の〇〇先生、図書委員 
の温もり感じるアイディアいっ 
ぱいの展示コーナーは生徒の読 
書意欲を着実に育んでいます。 

 
 
 
 
 
 

〇〇〇〇先生は本校の卒業生 
です。教科は理科。東京の大学 
で伴侶動物、特に犬のストレス 
に関しての研究に情熱を傾けな 
がら、夢である中学校教員を目 
指して３週間の実習に取り組ん 
でいます。久しぶりの母校で、 
毎日子どもたちと学習や部活動 
（バスケットボール）に懸命に 
汗を流し、夢に向かって頑張る先輩の姿が子どもたちに
勇気を与えています。今週、最後の研究授業を終え、ホッ
とした小泉祐一先生に、実習生活の感想や後輩へのメッ
セージを伺ってみました。近い将来、八戸の未来を担う子
どもたちの教育に携わることを願っています。 

がんばれ小泉先生!! 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

教 育 実 習 を 終 え て  〇〇〇〇 先生 
◆とても楽しい３週間でした。私の中での白中生のイメー
ジは「挨拶がしっかりしている」でしたが、期待以上にみ
なさんの挨拶がしっかりしており、全校朝会でのみなさん
の挨拶に圧倒されたことが鮮明に記憶に残っています。 
３週間皆さんと一緒に過ごしていく中で、私が白中生であ
った時と比べ素直な子が多い反面、自分で考えて行動する
力が弱い子もいると感じました。私自身、もっと分かりや
すく伝えられたのではと後悔している部分もあり、もっと
思慮深く行動しなければならないと痛感する日々 
でした。私にとってすべてが挑戦の３週間でした。 
白中生のみなさんも日々何か新しいことに挑戦し 
てみてください。３週間本当にありがとうござい 
ました。市中体の吉報を楽しみにしています。 
 

交付式で意気込みを述べる 
〇〇指導員 (5.31 八戸市庁) 

〇〇会長から〇〇〇会長へ ｢掲額式｣行われる。 

 6 月 10 日夕方、本校ＰＴＡ会長を３年間務めていただ

いた〇〇〇〇氏のお写真を掲額する「掲額式」が〇〇〇新会

長をはじめ、新旧ＰＴＡ役員が立ち会う中で執り行われま

した。最初に新旧ＰＴＡ会長が紅白紐を引き、本校 25 代

PTA 会長の｢掲額｣が行われると､ 

期せずして多数の参加者から拍 

手が沸き起こりました。その後、 

〇〇会長の功績に対し〇〇〇新 

会長より謝辞が述べられ、花束 

の贈呈が行われました。宮崎会 

長ありがとうございました。 

３年生からは絆、２年生からは１ＵＰ、１年生から
は心磨（学校生活をしっかり送り心を鍛える。）とい
う意見が出されました。この意見を取り入れ、今年度
の生徒会スローガンを「絆～心磨向上１ＵＰ⤴」にし
たいと思います。このスローガンには、学年を超えた
絆、学年の絆、学級の絆を深め、考査や行事に全力で
向かい、お互いに支え合い、高め合いながら、心の部
分（人間性）を更に高めていける学校にしようという
熱い思いを込めて作りました。皆さんの協力をお願
いします。 


